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は
じ
め
に

　

昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
一
月
一
日
、「
家
事
審
判
所
」
と
い
う
名
の
裁

判
所
が
創
設
さ
れ
た
。
家
事
審
判
所
は
同
日
施
行
の
家
事
審
判
法
に
規
定
さ

れ
た
裁
判
所
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
制
定
を
う
け
て
全
面
改
正
さ
れ
た
民
法

第
四
編
「
親
族
」
お
よ
び
第
五
編
「
相
続
」
の
施
行
日
に
あ
わ
せ
て
誕
生
し

た*1

。

　

前
年
の
憲
法
施
行
日
（
五
月
三
日
）
に
発
足
し
た
最
高
裁
判
所
は
家
事
審

判
所
に
つ
い
て
「
家
庭
事
件
、
言
い
換
え
れ
ば
、
家
庭
内
や
親
族
の
間
に
生

じ
た
争
の
事
件
や
争
で
な
い
重
大
な
事
柄
の
事
件
を
や
さ
し
い
手
続
で
、
早

く
、
親
切
に
、
し
か
も
、
適
切
に
処
理
す
る
家
庭
事
件
専
門
の
裁
判
所
」*2

で

あ
る
と
説
明
す
る
。「
義
に
も
欠
け
情
に
も
全
か
ら
ぬ
」「
血
で
血
を
洗
う
争
」

の
「
家
庭
事
件
」
を
「
理
想
的
に
解
決
」*3

す
る
た
め
に
は
、
い
っ
た
い
、
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
か
。
そ
の
重
要
な
一
つ
の
解
決
方
法
が「
民
間
の
有
識
者
」

の
家
事
審
判
所
へ
の
参
画
で
あ
っ
た*4

。

　

家
事
審
判
所
を
創
設
し
た
目
的
は
「
國
民
を
し
て
改
正
民
法
に
従
い
平
和

な
家
庭
生
活
と
健
全
な
親
族
共
同
生
活
を
營
ま
し
め
る
た
め
、
家
庭
事
件
に

つ
い
て
氣
安
く
公
権
的
判
断
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
」*5

に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

家
事
審
判
所
が
審
判
お
よ
び
調
停
の
対
象
と
す
る
家
庭
事
件
は
、
一
般
の
事

件
と
異
な
り
、
裁
判
官
が
法
律
の
み
を
適
用
し
て
処
理
す
る
こ
と
は
不
適
当

で
あ
り
、「
民
間
人
の
關
與
に
よ
つ
て
、
親
族
間
の
情
誼
と
義
理
人
情
と
を
考

慮
し
た
」
具
体
的
妥
当
な
処
理
を
す
る
こ
と
が
必
要*6

と
さ
れ
た
。

　

東
京
家
事
審
判
所
主
席
審
判
官*7

（
当
時
）
の
佐
伯
俊
三
は
、
家
事
審
判
所

の
創
設
か
ら
四
ヵ
月
後
の
憲
法
施
行
一
周
年
に
稿
了
し
た
論
説
に
お
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

民
衆
の
隣
り
に
あ
る
裁
判
所
と
し
て
必
要
な
も
の
は
何
か
。
そ
れ
は

親
切
で
あ
る
。
親
切
と
は
此
の
場
合
、
明
日
の
希
望
を
與
へ
る
こ
と
で

あ
る
。
我
々
は
黒
白
の
冷
嚴
な
る
軍
配
を
擧
げ
る
こ
と
を
以
て
能
事
終

れ
り
と
爲
す
こ
と
は
出
來
ぬ
。
事
件
の
解
決
を
轉
機
と
し
て
全
部
の
關

係
者
が
明
日
に
生
き
、
明
日
の
光
明
を
仰
ぐ
が
如
く
に
處
置
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
そ
こ
に
家
事
審
判
所
が
そ
の
本
來
の
裁
判
機
關
た
る
職
能
の
外

に
啓
蒙
機
關
、
教
化
機
關
、
救
済
機
關
た
る
社
會
的
福
祉
的
機
能
を
持

つ
と
謂
ふ
こ
と
の
必
ず
し
も
行
き
過
ぎ
で
な
い
こ
と
を
知
る
で
あ
ら
う*8

。

　

本
稿
は
「
啓
蒙
機
關
、
教
化
機
關
、
救
済
機
關
た
る
社
會
的
福
祉
的
機
能

を
持
つ
」「
民
衆
の
隣
り
に
あ
る
裁
判
所
」
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
期
待

さ
れ
て
創
設
さ
れ
た
家
事
審
判
所
を
教
育
法
史
の
視
点
か
ら
考
察
せ
ん
と
す

家
事
審
判
所
の
創
設 

─ 

教
育
法
史
か
ら
の
考
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─
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序
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る
も
の
で
あ
る
。

一　

家
事
審
判
所
へ
の
期
待
と
懸
念

（
一
）
家
事
審
判
所
の
構
想

　
「
家
庭
事
件
に
つ
い
て
氣
安
く
公
権
的
判
断
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
」*9

を
目

的
と
す
る
家
事
審
判
所
は
「
所
謂
争
訟
や
刑
事
事
件
を
取
り
扱
う
裁
判
所
と

は
別
な
特
別
な
施
設
と
す
る
必
要
が
あ
る
」*10

。
家
事
審
判
所
発
足
二
ヵ
月
前

の
昭
和
二
二
年
一
〇
月
下
旬
、『
朝
日
新
聞
』
は
「
家
事
審
判
所
設
置
の
意
義
」

と
題
す
る
社
説
を
掲
載
し
「
法
律
専
門
家
た
る
裁
判
官
と
、
世
故
人
情
に
通

じ
た
民
間
人
と
が
一
体
と
な
つ
て
、
家
族
間
の
情
誼
を
考
慮
し
つ
ゝ
、
家
庭

事
件
の
紛
争
を
解
決
す
る
こ
と
と
な
つ
た
」*11

と
、
家
事
審
判
所
創
設
の
意
義

を
評
価
す
る
。

　

実
は
、
家
事
審
判
所
創
設
の
構
想
に
は
長
い
歴
史
が
あ
っ
た
。
右
の
社
説

に
は
、
つ
ぎ
の
記
述
が
あ
る
。

　

お
よ
そ
家
庭
内
や
親
族
間
の
紛
争
を
、
親
子
、
兄
弟
、
夫
婦
ら
が
互

に
原
被
両
告
に
分
れ
て
、
公
開
の
法
廷
で
争
う
と
い
う
訴
訟
制
度
は
、

家
庭
の
平
和
と
親
族
間
の
共
同
生
活
を
維
持
す
る
上
か
ら
望
ま
し
く
な

い
の
で
、
こ
れ
が
円
満
な
解
決
を
は
か
る
た
め
、
裁
判
官
と
民
間
識
者

と
を
加
え
た
家
事
審
判
所
を
設
置
す
べ
し
と
の
要
望
は
、
多
年
各
方
面

か
ら
と
な
え
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
十
四
年
に
な
つ
て
や
つ
と
家
庭
事

件
に
つ
い
て
調
停
を
行
う
制
度
と
し
て
人
事
調
停
法
が
設
け
ら
れ
、
つ

い
で
今
回
の
家
事
審
判
法
と
な
つ
た
。
民
法
の
根
本
的
な
改
正
が
、
家

事
審
判
所
の
設
置
と
な
つ
て
結
実
し
た
わ
け
だ
が
、
市
民
生
活
に
関
す

る
法
の
歩
み
が
如
何
に
遅
々
た
る
も
の
で
あ
る
か
、
こ
の
一
例
で
も
よ

く
判
る*12

。

　
「
遅
々
た
る
」「
法
の
歩
み
」
が
一
気
に
変
化
し
た
の
は
、
確
か
に
、
わ
が

国
の
敗
戦
を
う
け
た
日
本
国
憲
法
の
制
定
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
民
法
（
家

族
法
）
の
全
面
改
正
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

右
の
社
説
が
言
う
と
お
り
、
家
庭
事
件
の
「
円
満
な
解
決
を
は
か
る
た
め
、

裁
判
官
と
民
間
識
者
と
を
加
え
た
家
事
審
判
所
を
設
置
す
べ
し
と
の
要
望
は
、

多
年
各
方
面
か
ら
と
な
え
ら
れ
て
い
た
」
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
重
要
で
あ
る*13

。

　

戦
後
に
創
設
さ
れ
た
家
事
審
判
所
の
構
想
に
つ
い
て
は
『
朝
日
新
聞
』
に
、

右
の
社
説
が
掲
載
さ
れ
る
約
一
年
前
、
き
わ
め
て
重
要
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。

敗
戦
か
ら
一
年
三
ヵ
月
が
経
過
し
た
昭
和
二
一
年
一
一
月
一
九
日
の
記
事
で

あ
る
。
全
文
を
掲
げ
よ
う
。

調
停
を
先
行
さ
せ
る　

家
事
審
判
所
の
構
想

　

民
法
改
正
案
要
綱
で
は
「
親
族
相
續
に
関
す
る
事
件
を
適
切
に
処
理

す
る
た
め
、
速
か
に
家
事
審
判
制
度
を
設
け
る
こ
と
」
と
な
つ
て
を
り
、

司
法
省
で
は
速
か
に
こ
れ
を
具
体
化
す
る
た
め
、
貴
族
院
議
員
、
作
間

耕
逸
氏
を
委
員
長
と
す
る
家
事
審
判
制
度
調
査
委
員
會
に
諮
問
し
た
結

果
、
同
委
員
會
は
十
月
末
か
ら
審
議
を
重
ね
、
十
八
日
午
後
の
會
議
で

大
体
の
構
想
を
次
の
や
う
に
決
定
し
た
。

一
、
家
事
審
判
所
の
構
成
＝
現
行
裁
判
所
構
成
法
に
代
つ
て
制
定
さ
れ

る
裁
判
所
法
に
基
く
地
方
裁
判
所
の
一
組
織
と
し
て
設
置
さ
れ
る
。
地

方
裁
判
所
の
支
部
が
設
け
ら
れ
る
現
在
の
區
裁
判
所
の
所
在
地
に
も
設

置
さ
れ
る
の
で
、
数
は
大
体
區
裁
判
所
と
同
数
に
な
る
。
憲
法
上
の
裁

判
所
で
あ
る
か
ら
、
當
然
審
判
官
に
は
裁
判
官
が
就
任
す
る
。
た
ゞ
し

裁
判
官
の
ほ
か
に
民
間
有
識
者
を
も
つ
て
参
與
員
と
し
、
現
在
の
調
停

委
員
以
上
の
補
助
活
動
を
さ
せ
る
。
は
じ
め
は
審
判
官
そ
の
も
の
を
民

間
有
識
者
か
ら
任
命
し
、
人
事
訴
訟
の
民
主
化
を
圖
る
べ
し
と
の
主
張
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も
あ
つ
た
が
、
こ
の
考
へ
方
は
実
現
困
難
と
な
つ
た
わ
け
で
あ
る
。

一
、
調
停
先
行
主
義
＝
家
庭
に
関
す
る
一
切
の
紛
争
に
つ
き
訴
訟
事
件
、

た
と
へ
ば
離
婚
の
訴
の
如
き
は
必
ず
調
停
手
續
を
先
行
さ
せ
る
。
調
停

不
備
の
場
合
訴
訟
と
な
る
。〔
以
下
略
―
―
引
用
者
〕

一
、
手
續
の
非
公
開
＝
家
庭
事
件
の
性
質
上
非
公
開
を
原
則
と
す
る
。

判
断
資
料
に
つ
い
て
は
申
立
に
よ
る
當
事
者
主
義
に
よ
ら
ず
、
進
ん
で

職
権
に
よ
つ
て
蒐
集
に
あ
た
る
。

な
ほ
、
我
妻
、
中
川
、
兼
子
各
帝
大
教
授
、
堀
内
判
事
、
毛
受
弁
護
士

と
奥
野
民
事
局
長
を
起
草
委
員
に
あ
げ
、
來
る
通
常
國
會
に
提
案
で
き

る
や
う
に
條
文
の
起
草
を
進
め
る
こ
と
と
な
つ
た*14

。

　

右
に
報
道
さ
れ
て
い
る
「
家
事
審
判
制
度
」
の
「
大
体
の
構
想
」
は
現
実

に
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
家
事
審
判
法
規
の
骨
子
そ
の
も
の
で
あ
る
と

言
っ
て
よ
い*15

。
起
草
関
係
者
の
名
も
見
え
る
。
そ
し
て
、
右
の
「
大
体
の
構

想
」
が
審
議
・
決
定
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
一
年
十
月
末
か
ら
十
一
月
中
旬
に

か
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

　

稲
田
龍
樹
に
よ
れ
ば
、
家
事
審
判
法
を
制
定
す
る
方
針
が
臨
時
法
制
調
査

会
（
昭
和
二
一
年
七
月
設
置
）
第
三
部
会
第
二
小
委
員
会
（
民
事
法
関
係
担

当
）
で
決
定
さ
れ
た
の
は
同
年
九
月
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う*16

。
同
月

一
二
日
か
ら
一
七
日
に
か
け
、
家
事
審
判
法
要
綱
案
が
作
成
さ
れ
て
「
家
事

審
判
法
案
の
立
法
作
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
」*17

。

　

同
年
一
一
月
三
日
、日
本
国
憲
法
公
布
に
よ
り
「
新
憲
法
を
前
提
と
し
て
」

「
家
審
法
起
草
原
案
な
ど
の
立
法
作
業
が
進
み
」*18

「
と
り
わ
け
家
事
審
判
事
項

が
甲
類
事
項
と
乙
類
事
項
に
区
分
さ
れ
、
手
続
法
上
か
な
り
精
緻
な
規
定
に

整
え
ら
れ
た
」*19

。
翌
二
二
年
三
月
、「
日
本
国
憲
法
の
施
行
に
伴
う
民
法
の
応

急
的
措
置
に
関
す
る
法
律
」
の
立
法
作
業
が
開
始
さ
れ
、
翌
月
四
月
一
九
日

に
公
布
さ
れ
る
。
稲
田
は
言
う
。

こ
の
間
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
、
議
会
も
す
べ
て
応
急
措
置
法
案
の
審
議
で
忙
殺
さ

れ
た
。
し
か
し
、
司
法
省
民
事
局
の
民
法
調
査
室
は
親
権
や
氏
な
ど
の

重
要
事
項
な
ど
に
つ
い
て
修
正
立
案
に
没
頭
し
た*20

。

　

民
法
（
家
族
法
）
お
よ
び
家
事
審
判
法
の
制
定
に
お
い
て
司
法
省
民
事
局

民
法
調
査
室
が
果
た
し
た
役
割
は
決
定
的
に
大
き
い
の
で
あ
る*21

。

（
二
）
帝
国
議
会
で
の
審
議

　

ま
ず
本
稿
で
は
、
戦
後
の
帝
国
議
会
に
お
け
る
家
事
審
判
所
に
関
す
る
審

議
内
容
の
う
ち
「
家
事
審
判
制
度
」
の
「
大
体
の
構
想
」*22

が
審
議
・
決
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
直
前
の
時
期
に
な
さ
れ
た
議
論
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う*23

。

Ａ
．
家
事
審
判
所
へ
期
待
す
る
山
下
春
江

　

戦
後
の
帝
国
議
会
で
家
事
審
判
所
に
関
す
る
発
言
が
最
初
に
な
さ
れ
た
の

は
第
九
〇
回
帝
国
議
会
で
あ
る
。
昭
和
二
一
年
八
月
一
四
日
の
衆
議
院
建
議

委
員
会
の
議
題
「
家
事
審
判
所
設
置
に
關
す
る
建
議
案
（
山
下
春
江
君
提
出
）

（
第
四
十
五
號
）」
が
、そ
れ
で
あ
る
。
先
に
見
た
「
家
事
審
判
制
度
」
の
「
大

体
の
構
想
」*24

が
審
議
・
決
定
さ
れ
る
二
ヵ
月
半
前
に
あ
た
る
。

　

日
比
野
民
平
委
員
長
が
「
次
は
日
程
第
一
五
、
家
事
審
判
所
設
置
に
關
す

る
建
議
案
を
議
題
と
致
し
ま
す
、
提
案
者
山
下
春
江
君
の
趣
旨
辯
明
を
求
め

ま
す
」
と
促
す
。
山
下
春
江
は
日
本
進
歩
党
に
所
属
す
る
女
性
議
員
で
あ
る
。

同
年
四
月
十
日
に
実
施
さ
れ
た
第
二
二
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
当
選
し
た
、

日
本
で
最
初
の
女
性
代
議
士
の
一
人
で
あ
っ
た
。
山
下
は
言
う
。

　
「
ポ
ツ
ダ
ム
」
宣
言
を
受
諾
し
て
以
來
、
滿
一
年
を
經
過
致
し
ま
し

た
今
日
、
想
つ
て
見
ま
す
れ
ば
、
平
和
愛
好
者
で
あ
り
平
和
維
持
者
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
私
達
女
性
が
力
が
足
り
ま
せ
ぬ
爲
に
有
史
以



埼玉学園大学紀要（人間学部篇）　第21号

（
四
）

─ 495 ─

來
最
大
の
屈
辱
と
悲
境
の
中
に
祖
先
を
辱
し
め
、
子
孫
に
不
名
譽
な
歴

史
を
殘
し
ま
し
た
こ
と
に
對
し
ま
し
て
、
深
き
懺
悔
を
致
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
存
じ
て
居
り
ま
す
、
只
今
の
所
、
日
本
の
男
子
と
女
子
と

は
遺
憾
な
が
ら
大
き
な
「
ハ
ン
デ
キ
ヤ
ッ
プ
」
の
あ
る
こ
と
を
認
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
が
、
是
は
本
質
的
な
も
の
で
は
な
く
、
長
い
間
女

子
を
隸
屬
化
し
て
、
教
育
と
經
驗
と
を
乏
し
く
す
る
法
律
上
の
無
能
力

者
で
あ
つ
た
か
ら
だ
と
存
じ
ま
す
、
今
度
の
新
憲
法
に
依
り
ま
す
と
、

第
十
三
條
に
於
き
ま
し
て
は
公
法
上
に
於
て
、
第
二
十
二
條
は
私
法
上

に
於
て
男
女
が
平
等
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
規
定
さ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

長
い
間
の
因
襲
に
閉
さ
れ
て
居
り
ま
し
た
家
庭
の
爭
ひ
、
血
族
親
族
を

縛
る
葛
藤
は
、
假
令
そ
れ
が
民
法
、
民
事
訴
訟
法
に
依
り
法
の
裁
き
が

付
け
ら
れ
る
と
は
言
へ
、
勝
負
以
外
の
も
の
は
儼
と
し
て
縺
れ
の
儘
存

在
し
、
常
に
弱
い
者
、
女
の
立
場
は
暗
い
日
蔭
に
泣
か
さ
れ
て
居
り
ま

す
、
是
は
民
主
主
義
日
本
再
建
工
作
か
ら
言
ひ
ま
し
て
も
、
誇
る
べ
き

平
和
人
と
し
て
世
界
の
指
導
者
た
ら
ん
と
す
る
日
本
男
子
の
爲
に
も
決

し
て
幸
福
な
こ
と
で
は
な
い
と
存
じ
ま
す
、
民
族
の
性
格
で
あ
る
母
、

女
を
早
く
「
レ
ベ
ル
」
を
引
上
げ
ま
し
て
、
幸
福
に
す
る
こ
と
が
現
下

喫
緊
の
急
務
と
考
へ
ま
し
て
、
國
の
費
用
に
依
る
家
事
審
判
所
の
設
置

を
要
望
致
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
、
此
の
家
事
審
判
所
の
設
置
に
當
り

ま
し
て
、
振
返
つ
て
只
今
の
民
法
上
の
立
場
か
ら
之
を
考
へ
て
見
ま
す

と
、
婚
姻
や
離
婚
や
或
は
財
産
の
分
配
等
に
關
し
ま
し
て
家
庭
内
に
紛

爭
が
生
じ
ま
し
た
場
合
、
之
を
解
決
す
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
現
行

制
度
の
上
で
は
訴
訟
手
續
に
依
る
こ
と
に
な
つ
て
居
り
ま
す
が
、
此
の

方
法
に
依
り
ま
す
時
は
裁
判
所
の
公
開
の
法
廷
に
於
て
、
煩
瑣
な
手
續

き
に
依
つ
て
審
判
せ
ら
れ
、
特
に
嚴
格
に
法
律
を
適
用
せ
ら
れ
る
場
合

に
は
事
件
の
性
質
上
、
兎
角
最
善
の
結
果
を
得
る
こ
と
を
保
し
難
い
の

で
あ
り
ま
す
、
隨
て
眞
に
究
極
的
に
事
件
を
解
決
し
得
な
い
憾
み
が
あ

り
ま
す
、
更
に
訴
訟
手
續
等
に
は
多
く
の
費
用
と
時
間
と
を
要
し
ま
す
、

當
事
者
の
負
擔
も
決
し
て
少
く
あ
り
ま
せ
ぬ
、
此
の
弊
害
を
除
去
す
る

爲
め
、
調
停
制
度
、
特
に
人
事
調
停
と
云
ふ
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
之

に
依
る
と
簡
易
な
手
續
に
依
つ
て
道
義
と
温
情
と
を
以
て
事
件
を
解
決

す
る
途
が
開
か
れ
、
前
に
述
べ
ま
し
た
や
う
な
訴
訟
手
續
の
缺
陷
は
或

る
程
度
之
を
補
ふ
こ
と
が
出
來
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
併
し
な
が
ら

調
停
は
當
事
者
の
合
意
を
根
幹
と
す
る
爲
め
、
弱
者
の
立
場
に
立
つ
女

子
の
利
益
は
男
子
に
比
し
て
十
分
に
は
保
護
せ
ら
れ
な
い
の
み
な
ら
ず
、

純
身
分
法
上
の
問
題
に
關
し
ま
し
て
は
調
停
に
確
定
力
が
な
く
、
調
停

の
結
果
を
實
現
す
る
に
は
、
結
局
其
の
當
事
者
の
誠
意
に
俟
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
是
れ
亦
究
極
的
に
問
題
を
解
決
す
る

に
は
困
難
を
生
ず
る
場
合
が
澤
山
あ
り
ま
す
、
以
上
申
上
げ
ま
し
た
や

う
に
、
現
行
の
制
度
の
下
に
於
き
ま
し
て
は
、
家
庭
に
關
す
る
紛
爭
を

理
想
的
に
解
決
す
る
に
は
尚
ほ
不
十
分
の
點
も
あ
り
ま
す
の
で
、
訴
訟

又
は
調
停
に
依
る
こ
と
に
依
つ
て
生
じ
ま
す
弊
害
を
除
去
し
、
事
件
を

急
速
妥
當
に
且
つ
究
極
的
に
解
決
す
る
途
と
し
て
家
事
審
判
所
の
設
置

を
要
望
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す

　

敗
戦
か
ら
一
年
。
二
ヵ
月
前
に
は
「
帝
国
憲
法
改
正
案
」
が
帝
国
議
会
に

提
出
さ
れ
、
審
議
、
修
正
が
進
ん
で
い
た
。
日
本
国
憲
法
の
精
神
を
ふ
ま
え
、

山
下
は
女
性
を
「
幸
福
に
す
る
」
た
め
に
「
國
の
費
用
に
依
る
家
事
審
判
所

の
設
置
を
要
望
」
す
る
。「
調
停
制
度
、
特
に
人
事
調
停
」
は
「
簡
易
な
手

續
に
依
つ
て
道
義
と
温
情
と
を
以
て
事
件
を
解
決
す
る
途
」
で
は
あ
る
が
、

調
停
は
「
當
事
者
の
合
意
を
根
幹
と
す
る
爲
め
、
弱
者
の
立
場
に
立
つ
女
子



家事審判所の創設 ─ 教育法史からの考察 ─（序）

（
五
）

─ 494 ─

の
利
益
は
男
子
に
比
し
て
十
分
に
は
保
護
せ
ら
れ
な
い
」
こ
と
、
ま
た
「
純

身
分
法
上
の
問
題
」
に
関
し
て
は
「
調
停
に
確
定
力
が
な
く
、
調
停
の
結
果

を
實
現
す
る
に
は
、結
局
其
の
當
事
者
の
誠
意
に
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
、
人
事
調
停
法
の
欠
陥
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、「
訴
訟
又
は
調
停
に
依
る

こ
と
に
依
つ
て
生
じ
ま
す
弊
害
を
除
去
し
、
事
件
を
急
速
妥
當
に
且
つ
究
極

的
に
解
決
す
る
途
と
し
て
家
事
審
判
所
の
設
置
を
要
望
す
る
」
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
新
た
に
設
置
さ
れ
る
家
事
審
判
所
の
構
成
は
、
い
か
な
る
も
の
で

あ
る
べ
き
か
。
山
下
は
続
け
る
。

　

家
事
審
判
所
の
構
成
は
、
法
律
專
門
家
た
る
裁
判
官
と
、
世
故
人
情

に
長
け
ま
し
た
る
非
裁
判
官
、
非
法
律
家
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
に

婦
人
を
交
へ
ま
し
た
も
の
に
依
つ
て
構
成
さ
れ
、
不
公
開
の
場
所
に
關

係
人
、
本
人
の
出
頭
を
求
め
ま
し
て
、
簡
易
な
手
續
に
依
つ
て
懇
談
的

に
事
の
眞
相
を
究
め
、
嚴
格
に
法
律
の
み
に
依
ら
な
い
で
親
族
間
の
情

誼
を
考
慮
し
て
調
停
又
は
審
判
を
な
し
、
之
に
究
極
的
な
研
究
力
を
持

た
し
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
へ
ま
す
、
尚
ほ
家
事
審
判
所
に
於
て
は
本

來
訴
訟
事
件
に
屬
す
る
紛
爭
の
み
で
な
く
、
身
分
法
上
の
許
可
事
件
等
、

非
訟
事
件
に
屬
す
る
事
件
を
も
扱
ふ
こ
と
に
な
り
ま
す
れ
ば
、
其
の
存

在
の
意
義
は
更
に
大
な
る
も
の
が
あ
る
と
考
へ
ら
れ
ま
す

　
「
法
律
専
門
家
た
る
裁
判
官
」
と
「
世
故
人
情
」
に
長
じ
た
「
非
裁
判
官
、

非
法
律
家
」
に
「
婦
人
を
交
へ
」
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。　

特
に
此
の
度
の
憲
法
改
正
草
案
第
二
十
二
條
に
依
れ
ば
、
夫
婦
は
平

等
の
權
利
を
有
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
婚
姻
が
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
婚
姻
其
の
他
家
族
に
關
す
る
事
項
に
付
き
ま
し
て
は
、
個
人

の
權
威
と
兩
性
の
本
質
的
平
等
に
立
脚
し
て
法
律
が
制
定
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
へ
ま
す
、
此
の
憲
法
成
立
の
曉
に
は
現
行
民
法
も
當

然
此
の
線
に
沿
つ
て
改
正
さ
れ
、
女
子
は
法
律
上
男
子
と
同
等
の
地
位

を
有
す
る
こ
と
に
な
る
と
信
じ
ま
す
が
、
經
濟
的
、
生
理
的
其
の
他
の

色
々
な
事
情
に
依
り
ま
し
て
、
事
實
上
男
子
に
對
し
て
弱
者
た
る
地
位

に
立
つ
こ
と
は
免
れ
な
い
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
、
隨
て
眞
に
女
子
の

個
人
的
人
格
を
尊
重
し
、
兩
性
の
平
等
を
保
障
す
る
爲
に
は
、
是
非
と

も
國
に
於
て
も
女
子
の
身
分
上
、
其
の
他
の
問
題
に
付
て
更
に
能
く
後

見
的
機
能
を
果
し
得
る
や
う
な
制
度
、
機
構
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と

考
へ
ま
す
、
此
の
意
味
に
於
き
ま
し
て
家
事
審
判
所
は
憲
法
の
趣
旨
に

副
ふ
一
つ
の
機
構
と
し
て
大
な
る
意
義
を
有
す
る
と
考
へ
る
の
で
あ
り

ま
す
、
此
の
審
判
所
が
扱
ひ
ま
す
こ
と
に
付
き
ま
し
て
、
民
法
の
線
に

沿
ひ
ま
し
て
一
つ
の
例
を
以
て
申
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
し
た
が
、
時
間

を
取
り
ま
す
の
で
そ
れ
は
省
略
致
し
ま
す

　

日
本
国
憲
法
が
定
め
る
両
性
の
本
質
的
平
等
を
保
障
す
る
た
め
に
「
女
子

の
身
分
上
、
其
の
他
の
問
題
に
付
て
更
に
能
く
後
見
的
機
能
を
果
し
得
る
や

う
な
制
度
、
機
構
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
、「
家
事
審
判
所
は
憲
法
の

趣
旨
に
副
ふ
一
つ
の
機
構
と
し
て
大
な
る
意
義
を
有
す
る
」
と
結
論
づ
け
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
結
ぶ
。

　

之
を
要
し
ま
す
の
に
、
結
局
斯
う
云
ふ
機
構
を
作
り
、
民
法
を
改
正

致
し
ま
し
て
も
、
何
と
申
し
ま
し
て
も
男
子
の
方
の
本
當
の
義
侠
的
な

理
解
あ
る
支
持
と
御
協
力
が
な
け
れ
ば
、
此
の
運
營
を
全
う
す
る
こ
と

は
出
來
な
い
と
存
じ
ま
す
、
此
の
意
の
あ
る
所
を
政
府
で
も
能
く
御
檢

討
下
さ
い
ま
し
て
、
急
速
に
日
本
の
女
子
の
幸
福
に
な
れ
る
最
大
の
機

構
と
し
て
考
へ
ま
し
た
此
の
案
に
對
し
ま
し
て
、
速
か
に
御
可
決
戴
け

ま
す
や
う
懇
願
致
す
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
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山
下
は
「
日
本
の
女
子
の
幸
福
に
な
れ
る
最
大
の
機
構
」
と
し
て
の
家
事

審
判
所
が
、
そ
の
「
運
營
を
全
う
す
る
」
た
め
に
は
「
男
子
の
方
の
本
當
の

義
侠
的
な
理
解
あ
る
支
持
と
御
協
力
」
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
家
事
審
判
所

の
運
用
は
男
性
の
理
解
と
協
力
が
必
須
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

　

山
下
の
建
議
案
に
対
し
、
政
府
委
員
（
第
一
次
吉
田
茂
内
閣
）
の
中
村
又

一
（
日
本
進
歩
党
）
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
答
弁
し
て
い
る
。

　

家
事
審
判
所
設
置
に
關
す
る
建
議
の
趣
旨
に
對
し
ま
し
て
、
詳
細
、

熱
誠
な
る
御
議
論
を
承
り
ま
し
た
が
、
洵
に
結
構
な
る
所
の
御
趣
旨
と

存
じ
ま
す
、
此
の
問
題
に
付
き
ま
し
て
は
司
法
當
局
に
於
き
ま
し
て
も

豫
ね
豫
ね
考
究
致
し
て
居
る
所
の
問
題
で
あ
り
ま
す
、
殊
に
憲
法
が
改

正
せ
ら
れ
ん
と
致
し
て
居
り
ま
す
る
今
日
に
於
て
、
其
の
線
に
沿
ひ
ま

し
て
婦
人
の
地
位
の
向
上
と
共
に
、
特
段
の
考
慮
を
拂
ふ
の
必
要
が
あ

る
と
存
じ
て
居
り
ま
す
、
唯
目
下
の
所
で
は
、
此
の
憲
法
の
改
正
に
伴

ひ
ま
し
て
、
只
今
趣
旨
御
辯
明
の
中
に
あ
り
ま
し
た
通
り
裁
判
所
構
成

法
を
初
め
民
法
、
刑
法
等
速
急
に
制
定
を
急
ぐ
べ
き
所
の
立
案
關
係
が

ご
ざ
い
ま
し
て
、
是
等
の
關
係
上
、
今
直
ち
に
此
の
家
事
審
判
所
設
置

に
關
す
る
件
に
付
き
ま
し
て
立
案
に
著
手
す
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た

の
を
洵
に
遺
憾
と
存
じ
て
居
り
ま
す
、
仍
て
至
急
適
當
の
機
會
を
求
め

ま
し
て
十
分
考
究
の
上
本
案
の
御
趣
旨
に
副
ひ
ま
す
る
や
う
に
努
力
を

致
し
た
い
と
考
へ
て
居
り
ま
す

　

政
府
は
憲
法
改
正
（
新
憲
法
制
定
）
に
と
も
な
う
諸
法
の
整
備
に
忙
殺
さ

れ
、
家
事
審
判
法
の
立
案
作
業
に
着
手
す
る
余
裕
は
、
ま
だ
、
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

Ｂ
．
現
実
を
直
視
す
る
我
妻
栄

　

昭
和
二
一
年
一
〇
月
九
日
、
貴
族
院
の
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
案
特
別

委
員
会
に
お
い
て
、
貴
族
院
議
員
（
勅
撰
議
員
、
無
所
属
倶
楽
部
）
の
我
妻

栄
が
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
発
言
を
し
て
い
る
。
我
妻
は
東
京
帝
国
大
学
法

学
部
教
授
で
、
民
法
学
者
で
あ
る
。
我
妻
は
、
ま
ず
、
こ
う
前
置
き
す
る
。

　

質
問
に
事
寄
せ
て
私
の
考
を
申
上
げ
る
積
り
は
あ
り
ま
せ
ぬ
で
す
が
、

民
法
改
正
要
綱
に
現
れ
て
居
る
所
が
往
々
に
し
て
誤
解
さ
れ
て
居
つ
て
、

ど
う
し
て
も
物
で
全
部
分
け
る
と
云
ふ
民
法
の
規
定
に
な
つ
て
居
る
の

だ
と
云
ふ
や
う
に
解
釋
し
て
居
ら
れ
る
方
が
間
々
あ
る
や
う
に
思
は
れ

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
御
了
承
を
得
ま
し
て
、
民
法
の
改
正
要
網
に
現

れ
て
居
る
所
が
何
處
迄
の
こ
と
を
要
求
し
て
居
る
の
か
と
云
ふ
こ
と
を

申
上
げ
て
、
其
の
上
で
農
林
當
局
と
し
て
其
の
上
の
こ
と
を
御
考
へ
下

さ
い
と
云
ふ
こ
と
を
御
尋
ね
す
る
こ
と
に
致
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
、

　

こ
う
し
て
我
妻
は
、
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
案
の
審
議
に
関
連
し
て
、

準
備
中
の
新
民
法
（
家
族
法
）
に
関
す
る
自
説
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
長

文
に
わ
た
る
が
、
当
時
の
日
本
社
会
の
実
態
が
活
写
さ
れ
て
い
る
の
で
、
全

文
を
引
用
す
る
。

　

民
法
の
建
前
か
ら
申
し
ま
し
て
も
、
現
物
で
分
け
る
と
云
ふ
こ
と
は

少
し
も
要
求
し
て
居
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
、
結
局
遺
さ
れ
た
る
財
産

の
價
値
全
體
と
し
て
考
へ
る
、
不
動
産
も
あ
る
だ
ら
う
し
、
動
産
も
あ

る
だ
ら
う
し
、
預
金
も
あ
る
だ
ら
う
、
そ
れ
全
體
を
價
値
的
に
計
算
し

て
、
そ
れ
を
今
度
が
遺
さ
れ
た
妻
と
子
供
達
と
に
分
け
る
と
云
ふ
こ
と

に
な
り
ま
せ
う
、
先
づ
第
一
に
決
し
て
現
物
で
分
け
る
と
云
ふ
こ
と
を

要
求
し
て
居
る
の
ぢ
や
な
い
と
云
ふ
こ
と
を
は
つ
き
り
申
上
げ
て
置
き

た
い
と
思
ひ
ま
す
、
從
つ
て
少
し
話
が
`
細
か
く
な
り
ま
す
が
、
例
へ

ば
父
親
が
死
ん
だ
後
、
子
供
が
五
人
あ
る
、
さ
う
し
て
長
男
だ
け
が
農

業
を
承
繼
し
て
、
後
の
子
供
達
は
都
會
に
出
て
工
場
で
働
く
と
云
ふ
や

う
な
場
合
を
考
へ
て
見
ま
す
と
、
先
づ
彼
等
は
如
何
に
相
續
す
る
か
と
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云
ふ
こ
と
を
協
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
、
協
議
を
す
る
場
合
に
、
長

男
は
無
論
自
分
が
百
姓
で
あ
る
の
だ
か
ら
土
地
や
畑
は
分
け
て
や
れ
な

い
と
申
し
ま
せ
う
、
そ
れ
か
ら
次
男
三
男
は
都
會
に
出
て
働
い
て
居
る

の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
土
地
を
貰
つ
て
も
不
在
地
主
に
な
り
ま
す
か
ら

土
地
を
欲
し
い
と
は
申
さ
な
い
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
、
そ
こ
で
次
男
は

金
を
貰
ふ
、
長
男
は
不
動
産
を
貰
ふ
と
云
ふ
協
定
が
恐
ら
く
は
成
立
つ

だ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
、
併
し
金
が
な
か
つ
た
ら
ど
う
す
る
か
と
仰
し

や
る
で
せ
う
が
、
さ
う
云
ふ
場
合
に
は
長
男
は
ま
あ
借
金
を
し
て
拂
ふ

と
云
ふ
こ
と
に
な
り
ま
せ
う
、
併
し
農
耕
地
は
御
承
知
の
通
り
擔
保
に

入
れ
る
こ
と
が
出
來
な
い
か
ら
、
借
金
が
あ
れ
ば
ど
う
な
る
だ
ら
う
か
、

結
局
の
所
は
長
男
が
次
男
三
男
に
對
し
て
證
文
を
書
い
て
さ
う
し
て
年

賦
償
還
で
お
前
に
是
だ
け
の
物
を
分
け
て
や
ら
う
と
云
ふ
や
う
な
こ
と

を
す
る
、
そ
れ
が
恐
ら
く
は
最
後
の
手
段
、
最
後
の
方
法
で
、
そ
ん
な

所
で
協
議
が
成
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
、

併
し
勿
論
總
て
理
想
通
り
に
は
行
き
ま
せ
ぬ
の
で
、
理
想
通
り
に
行
き

ま
せ
ぬ
時
に
は
、
協
議
整
は
ざ
る
場
合
に
は
家
事
裁マ
マ

判
所
に
出
て
來
る

家
事
裁マ
マ

判
所
は
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
恐
ら
く
は
私
が
只
今
申
上

げ
た
や
う
な
方
法
で
此
の
分
割
方
法
を
定
め
て
や
る
と
云
ふ
こ
と
に
な

る
だ
ら
う
、
其
の
分
割
方
法
は
協
議
に
依
つ
て
決
め
る
の
で
あ
つ
て
、

決
し
て
現
物
で
分
け
る
の
で
な
い
と
云
ふ
こ
と
が
第
一
に
御
注
意
願
ひ

た
い
點
だ
と
思
ひ
ま
す
、
併
し
第
二
に
、
さ
う
や
つ
て
分
け
ま
し
て
も
、

次
男
三
男
に
行
く
部
分
が
非
常
に
多
う
ご
ざ
い
ま
す
と
、
矢
張
り
借
金

の
形
で
長
男
が
之
を
脊
負
つ
て
行
く
、
我
が
國
の
小
さ
い
農
民
が
起
上

り
際
か
ら
借
金
を
脊
負
ふ
と
云
ふ
こ
と
は
非
常
に
困
る
こ
と
だ
と
云
ふ

こ
と
は
申
す
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
、
そ
れ
な
ら
ば
ど
れ
だ
け
の

割
合
が
借
金
に
な
る
だ
ら
う
か
と
云
ふ
問
題
に
な
る
譯
で
あ
り
ま
す
、

詰
り
分
割
の
割
合
と
云
ふ
點
で
あ
り
ま
す
、
是
は
要
綱
で
定
ま
つ
て
居

る
所
に
依
り
ま
す
と
、
殘
さ
れ
た
る
妻
が
三
分
の
一
、
其
の
殘
り
の
三

分
の
二
を
子
供
達
で
平
等
に
分
け
る
と
云
ふ
こ
と
に
な
つ
て
居
り
ま
す
、

從
つ
て
先
程
の
や
う
に
、
子
供
が
五
人
と
妻
が
あ
つ
た
と
云
ふ
や
う
な

場
合
を
想
定
し
ま
す
と
、
數
學
が
少
し
細
か
に
な
り
ま
す
が
、
妻
は
三

分
の
一
、
長
男
は
三
分
の
二
の
五
分
の
一
で
す
か
ら
、
十
五
分
の
二
と

云
ふ
こ
と
に
な
り
ま
す
、
そ
し
て
此
の
長
男
は
、
農
業
で
す
か
ら
母
と

一
緒
に
居
り
ま
せ
う
か
ら
、
さ
う
す
る
と
長
男
は
母
の
受
け
る
三
分
の

一
と
自
分
が
受
け
る
十
五
分
の
二
と
合
計
十
五
分
の
七
、
詰
り
四
割
六

分
六
厘
を
持
つ
、
相
續
す
る
、
そ
し
て
五
割
三
分
三
厘
の
借
財
を
次
男
、

三
男
、
四
男
、
五
男
に
負
ふ
、
斯
う
云
ふ
こ
と
に
な
り
ま
す
、
半
分
以

上
の
借
金
を
負
ひ
ま
す
か
ら
、
な
か
な
か
辛
い
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
の

で
あ
り
ま
す
、
そ
こ
で
も
う
一
つ
方
法
が
考
へ
ら
れ
ま
す
、
そ
れ
は
父

親
は
財
産
を
生
前
に
又
は
遺
言
で
自
分
の
財
産
は
半
分
は
自
由
に
處
分

す
る
こ
と
が
出
來
る
こ
と
に
な
つ
て
居
り
ま
す
の
で
、
父
親
が
此
の
權

利
を
行
使
し
て
呉
れ
ま
す
と
、
そ
し
て
生
前
に
全
財
産
の
半
分
を
長
男

に
讓
つ
た
と
假
定
致
し
ま
す
と
、
さ
う
し
ま
す
る
と
長
男
は
先
づ
二
分

の
一
を
貰
ひ
ま
し
て
、
殘
り
の
二
分
の
一
を
、
只
今
申
し
ま
し
た
や
う

に
、
母
と
此
の
五
人
の
子
供
達
に
分
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
、
さ
う
す

る
と
母
親
の
計
算
が
今
度
は
違
つ
て
參
り
ま
し
て
、
二
分
の
一
を
差
引

い
た
殘
り
の
二
分
の
一
に
付
て
、
母
は
三
分
の
一
、
即
ち
全
體
の
六
分

の
一
を
取
り
、
又
長
男
は
二
分
の
一
の
三
分
の
二
の
五
分
の
一
、
即
ち

十
五
分
の
一
と
云
ふ
も
の
を
長
男
が
貰
ふ
こ
と
に
な
り
ま
す
、
其
處
へ

母
親
の
分
と
長
男
の
分
を
今
度
は
一
々
加
へ
て
見
ま
す
と
、
父
親
か
ら
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特
別
に
貰
ふ
二
分
の
一
と
、
自
分
が
子
供
の
一
人
と
し
て
受
け
る
十
五

分
の
一
と
、
母
親
の
受
け
る
六
分
の
一
と
を
加
へ
ま
す
る
と
、
十
五
分

の
十
一
と
云
ふ
形
に
な
つ
て
參
り
ま
す
、
即
ち
七
割
三
分
三
厘
に
な
り

ま
す
、
そ
し
て
次
男
以
下
に
對
し
て
二
割
六
分
六
厘
を
負
擔
す
る
と
云

ふ
こ
と
に
な
り
ま
す
、
斯
樣
に
考
へ
て
來
ま
す
と
、
七
割
三
分
三
厘
を

長
男
が
承
繼
し
て
、
殘
り
の
二
割
六
分
六
厘
を
次
男
以
下
五
男
迄
に
對

し
て
、
年
賦
償
還
で
負
擔
す
る
と
云
ふ
こ
と
が
、
理
想
的
に
行
は
れ
た

場
合
の
長
男
に
取
つ
て
の
負
擔
に
な
る
だ
ら
う
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
や

う
に
考
へ
ら
れ
ま
す
、
で
只
今
子
供
が
五
人
あ
る
と
云
ふ
假
定
を
致
し

ま
し
た
の
で
す
が
、
子
供
が
三
人
に
減
れ
ば
長
男
の
取
る
部
分
が
少
し

多
く
な
り
、
詰
り
次
男
以
下
に
對
し
て
負
擔
す
る
借
金
が
少
く
な
る
と

云
ふ
の
が
、
是
が
現
在
民
法
の
考
へ
て
居
る
所
な
の
で
あ
り
ま
す
、
で

斯
う
云
ふ
立
場
に
於
て
、
尚
日
本
の
農
業
と
云
ふ
も
の
を
農
林
當
局
と

し
て
能
く
考
へ
て
戴
き
た
い
、
で
民
法
が
斯
う
云
ふ
風
に
や
る
こ
と
を

考
へ
て
居
り
ま
し
て
も
、
色
々
不
都
合
を
生
ず
る
だ
ら
う
と
考
へ
ら
れ

る
の
で
あ
り
ま
す
、
即
ち
第
一
に
長
男
が
非
常
に
弱
氣
で
、
次
男
達
の

主
張
に
從
つ
て
、
兎
に
角
小
さ
く
分
け
よ
う
と
云
ふ
や
う
な
こ
と
を
言

ひ
出
す
と
、
是
は
大
變
困
り
ま
す
の
で
、
長
男
は
飽
く
迄
も
分
け
な
い

と
頑
張
つ
て
呉
れ
る
と
、
協
議
整
は
ざ
る
場
合
と
云
ふ
の
で
家
事
裁マ
マ

判

所
に
來
る
と
云
ふ
こ
と
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
長
男
が
弱
氣
で
、
そ

れ
ぢ
や
一
町
歩
の
土
地
を
三
段
歩
宛
分
け
よ
う
と
云
ふ
や
う
な
こ
と
に

な
る
と
、
先
づ
大
變
困
る
、
そ
こ
で
尠
く
と
も
、
例
へ
ば
相
續
の
場
合

で
も
農
地
は
一
定
面
積
の
以
下
に
分
け
得
な
い
と
云
ふ
や
う
な
法
律
は
、

最
小
限
度
に
必
要
な
の
ぢ
や
な
い
か
と
云
ふ
こ
と
に
考
へ
ら
れ
る
の
で

あ
り
ま
す
、
そ
れ
か
ら
又
遺
言
で
、
半
分
だ
け
は
長
男
に
讓
る
こ
と
が

出
來
る
と
申
し
ま
し
た
が
、
我
國
で
は
御
承
知
の
通
り
、
遺
言
を
書
く

と
云
ふ
風
習
が
非
常
に
行
渡
つ
て
居
り
ま
せ
ぬ
の
で
、
從
つ
て
農
民
を

指
導
す
る
と
云
ふ
や
う
な
場
合
に
、
生
前
に
財
産
を
は
つ
き
り
と
處
分

し
て
置
く
と
云
ふ
や
う
な
風
習
を
作
る
や
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
必
要

に
な
る
の
ぢ
や
な
い
か
と
云
ふ
風
に
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
、
そ

れ
か
ら
又
私
は
先
程
次
男
、
三
男
は
東
京
に
出
て
、
都
に
出
て
工
場
で

働
く
と
云
ふ
例
を
擧
げ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
し
て
其
の
場
合
に
は

問
題
は
比
較
的
簡
單
だ
ら
う
と
思
は
れ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
次
男
、

三
男
も
矢
張
り
農
村
に
居
つ
て
耕
作
を
し
て
行
き
た
い
と
云
ふ
や
う
な

時
に
は
、
問
題
は
相
當
深
刻
に
な
る
だ
ら
う
と
思
は
れ
ま
す
、
其
の
場

合
に
共
同
耕
作
と
云
ふ
や
う
な
方
法
を
認
め
た
の
が
宜
い
の
か
、
其
の

共
同
耕
作
と
云
ふ
や
う
な
こ
と
を
認
め
る
場
合
に
は
、
其
の
收
益
を
ど

う
分
配
す
る
か
と
云
ふ
や
う
な
こ
と
に
付
て
、
相
當
の
指
導
を
し
て
行

か
な
い
と
、
爭
を
生
ず
る
虞
も
あ
る
だ
ら
う
、
又
我
國
の
農
業
の
全
體

か
ら
見
て
、
次
男
以
下
は
さ
う
農
業
に
執
著
し
な
い
で
、
何
と
か
し
て

都
會
に
出
て
行
く
と
云
ふ
や
う
な
方
法
、
只
今
の
大
臣
も
ち
よ
つ
と
仰

し
や
い
ま
し
た
や
う
に
、
職
業
の
指
導
を
す
る
と
か
何
と
か
し
て
、
農

業
に
執
著
し
な
い
や
う
な
指
導
を
す
る
と
云
ふ
こ
と
も
考
へ
ら
れ
る
だ

ら
う
、
そ
し
て
最
後
に
は
單
に
さ
う
云
ふ
民
法
の
規
定
だ
け
ぢ
や
な
く
、

破
産
制
度
と
云
ふ
や
う
な
所
迄
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
知
れ
な

い
、

　

当
時
の
日
本
社
会
で
頻
発
し
た
で
あ
ろ
う
具
体
的
事
例
を
想
定
し
つ
つ
、

新
民
法
が
理
想
と
す
る
新
し
い
家
族
の
あ
り
方
と
現
実
の
日
本
社
会
の
家
族

の
実
態
と
を
帝
国
議
会
で
明
確
に
述
べ
て
い
る
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
内
容
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で
あ
る
。
こ
の
発
言
の
最
後
は
、
家
事
審
判
所
の
あ
り
方
に
関
す
る
内
容
で

あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
私
は
家
事
裁
判
と
云
ふ
も
の
を
家
事
審
判
所
に
持
つ
て
行

く
と
、
非
常
に
う
ま
く
や
つ
て
呉
れ
る
と
申
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
家

事
審
判
所
と
云
ふ
も
の
は
ま
だ
未
定
の
制
度
で
あ
り
ま
し
て
、
ど
う
云

ふ
風
に
出
來
る
の
か
現
在
の
所
で
は
分
つ
て
居
り
ま
せ
ぬ
、
單
な
る
裁

判
官
ぢ
や
な
く
、
實
情
に
通
じ
た
人
を
入
れ
る
と
云
ふ
こ
と
に
は
な
つ

て
居
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
全
國
の
家
事
審
判
所
に
果
し
て
農
民
家
族
の

相
續
と
云
ふ
問
題
を
妥
當
に
解
決
す
る
だ
け
の
有
能
な
人
を
得
る
こ
と

が
出
來
る
か
ど
う
か
も
甚
だ
疑
問
だ
ら
う
と
思
は
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
、

從
つ
て
家
事
審
判
所
と
云
ふ
も
の
の
活
動
に
對
し
て
農
林
當
局
と
し
て

は
矢
張
り
指
針
を
與
へ
る
と
云
ふ
積
り
で
準
備
を
爲
さ
る
必
要
が
あ
る

の
ぢ
や
な
い
か
と
思
は
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
、
斯
樣
な
立
場
か
ら
考
へ

ま
し
て
、
大
臣
の
今
仰
つ
し
や
る
や
う
に
或
は
法
律
を
作
る
こ
と
に
な

り
ま
す
と
、
司
法
當
局
と
の
折
衝
と
云
ふ
こ
と
に
な
り
ま
せ
う
、
司
法

當
局
は
法
律
的
な
技
術
に
は
非
常
に
進
歩
し
て
進
ん
で
居
る
の
で
ご
ざ

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
何
と
申
し
ま
し
て
も
、
農
業
の
實
際
と
云
ふ
こ
と

に
な
り
ま
す
と
、
當
面
の
農
林
省
が
農
事
の
資
料
を
提
供
し
て
下
さ
ら

な
け
れ
ば
、
十
分
な
も
の
は
出
來
な
い
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
、
さ
う
云

ふ
點
に
付
て
更
に
一
層
御
盡
力
を
願
ひ
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
、

で
時
日
は
非
常
に
切
迫
し
て
居
り
ま
す
の
で
、
此
の
民
法
の
施
行
は
申

す
迄
も
な
く
、
新
憲
法
公
布
の
後
六
箇
月
か
ら
施
行
に
な
り
ま
す
か
ら
、

も
う
大
體
半
年
し
か
な
い
の
で
あ
り
ま
す
、
此
の
半
年
の
間
に
此
の
大

問
題
に
付
て
特
別
の
立
法
を
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
餘
程
一
生
懸
命
に
な

ら
な
い
と
出
來
な
い
こ
と
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
、
農
林
當
局
が
自
作
農

創
設
と
云
ふ
大
事
業
を
爲
さ
る
時
に
、
又
此
の
制
度
を
考
へ
る
と
云
ふ

大
事
業
を
爲
さ
る
こ
と
は
甚
だ
重
荷
だ
と
存
じ
ま
し
て
、
十
分
御
同
情

は
申
上
げ
ま
す
け
れ
ど
も
、
是
等
の
點
を
御
考
の
上
で
一
つ
十
分
な
御

盡
力
を
下
さ
る
や
う
に
、
質
問
が
い
つ
の
間
に
か
希
望
に
な
つ
て
參
り

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ち
よ
つ
と
申
上
げ
て
置
き
ま
す

　

右
に
あ
げ
た
よ
う
な
事
例
が
次
々
と
家
事
審
判
所
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
し

て
、
は
た
し
て
家
事
審
判
所
は
十
分
か
つ
適
切
な
対
応
を
と
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
。「
ま
だ
未
定
の
制
度
」
で
「
ど
う
云
ふ
風
に
出
來
る
の
か
現
在
の

所
で
は
分
つ
て
居
り
ま
せ
ぬ
」
家
事
審
判
所
は
「
單
な
る
裁
判
官
ぢ
や
な
く
、

實
情
に
通
じ
た
人
を
入
れ
る
と
云
ふ
こ
と
に
は
な
つ
て
」
い
る
も
の
の
「
農

民
家
族
の
相
續
と
云
ふ
問
題
を
妥
當
に
解
決
す
る
だ
け
の
有
能
な
人
を
得
る

こ
と
が
出
來
る
か
ど
う
か
も
甚
だ
疑
問
」
だ
と
、
我
妻
は
厳
し
く
指
摘
す
る

の
で
あ
る
。「
農
業
の
實
際
と
云
ふ
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
當
面
の
農
林
省

が
農
事
の
資
料
を
提
供
し
て
下
さ
ら
な
け
れ
ば
、十
分
な
も
の
は
出
來
な
い
」

と
す
る
我
妻
の
現
実
認
識
は
正
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
「
家
事
審
判
制
度
」
の
「
大
体
の
構
想
」*25

が
本
格
的
に
議
論
さ
れ
る
直
前

に
な
さ
れ
た
、
日
本
社
会
の
現
実
を
見
す
え
た
我
妻
の
発
言
は
、
き
わ
め
て

重
要
で
あ
る
。
山
下
春
江
議
員
が
提
出
し
た
「
家
事
審
判
所
設
置
に
關
す
る

建
議
案
」
は
第
九
〇
回
帝
国
議
会
の
衆
議
院
に
お
い
て
、「
政
府
は
、
婚
姻
、

離
婚
又
は
財
産
分
配
等
、
家
庭
内
の
紛
爭
を
簡
易
に
解
決
す
る
家
事
審
判
所

を
設
置
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
。」
と
す
る
「
家
事
審
判
所
設
置
に
關
す
る

建
議
」
と
し
て
成
立
し
た
。
し
か
し
、
家
事
審
判
所
へ
の
過
度
の
期
待
は
、

ま
だ
禁
物
な
の
で
あ
る
。
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（
一
〇
）

二　

家
事
審
判
所
参
与
員
の
役
割

（
一
）
家
事
審
判
所
の
担
い
手
―
―
参
与
員

　
「
啓
蒙
機
關
、
教
化
機
關
、
救
済
機
關
た
る
社
會
的
福
祉
的
機
能
を
持
つ
」

「
民
衆
の
隣
り
に
あ
る
裁
判
所
」*26

で
あ
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
発
足
し
た
家

事
審
判
所
は
、
裁
判
官
で
あ
る
家
事
審
判
官
と
と
も
に
、
民
間
人
た
る
参
与

員
が
、
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
担
う
。
右
に
見
た
我
妻
栄
の
懸
念
は
、
実

際
に
設
立
さ
れ
た
家
事
審
判
所
に
お
い
て
、
は
た
し
て
払
拭
さ
れ
た
の
か
。

　

最
高
裁
判
所
は
家
事
審
判
法
の
公
布
（
昭
和
二
二
年
一
二
月
六
日
）
を
う

け
、
同
年
一
二
月
二
〇
日
、「
参
与
員
と
な
る
べ
き
者
の
選
任
規
則
」（
最
高

裁
判
所
規
則
第
一
三
号
）
を
制
定
し
た
。
こ
の
規
則
は
、
家
事
審
判
法
第
十

条
第
三
項
の
委
任
に
基
づ
い
て
、
参
与
員
候
補
者
の
資
格
、
員
数
、
選
任
方

法
等
を
定
め
た
も
の
で
あ
る*27

。
そ
の
全
文
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

参
与
員
と
な
る
べ
き
者
の
選
任
規
則

第
一
条　

参
与
員
と
な
る
べ
き
者
は
、
徳
望
良
識
の
あ
る
者
の
中
か
ら
、

こ
れ
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条　

左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
こ
れ
を
参
与
員
と
な
る

べ
き
者
に
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一　

禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者

二　

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者

三　

公
務
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日

か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

四　

裁
判
官
と
し
て
弾
劾
裁
判
所
の
罷
免
の
裁
判
を
受
け
た
者

第
三
条　

参
与
員
と
な
る
べ
き
者
に
選
任
さ
れ
る
者
の
員
数
は
、
家
事

審
判
所
毎
に
二
十
人
以
上
と
す
る
。

第
四
条　

地
方
裁
判
所
は
、
参
与
員
と
な
る
べ
き
者
を
選
任
す
る
に
は
、

当
該
地
方
裁
判
所
に
置
か
れ
た
家
事
審
判
所
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条　

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
外
、
参
与
員
と
な
る
べ
き
者
の

選
任
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
こ
れ
を
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

附
則

①　

こ
の
規
則
は
、
昭
和
二
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
す

る
。

②　

地
方
裁
判
所
は
、
昭
和
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
第
三

条
又
は
第
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
参
与
員
と
な
る
べ
き
者
を
選

任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③　

前
項
の
規
定
に
よ
る
選
任
は
、
昭
和
二
十
三
年
五
月
一
日
か
ら
、

そ
の
効
力
を
失
う*28

。

　

日
本
国
憲
法
の
制
定
を
う
け
て
全
面
改
正
さ
れ
た
民
法
（
家
族
法
）、
そ

し
て
家
事
審
判
所
に
つ
い
て
規
定
す
る
家
事
審
判
法
の
施
行
と
同
日
に
、
右

の
最
高
裁
判
所
規
則
は
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、

右
の
規
則
に
し
た
が
っ
て
、
い
っ
た
い
、
ど
の
よ
う
な
人
び
と
が
「
参
与
員

と
な
る
べ
き
者
」
と
し
て
各
地
方
裁
判
所
か
ら
選
任
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点

で
あ
る
。
第
五
条
の
規
定
も
含
め
、
各
地
方
裁
判
所
に
お
け
る
実
態
の
解
明

が
今
後
の
課
題
と
な
る
。

　

ま
た
、
右
規
則
の
第
四
条
に
あ
る
「
家
事
審
判
所
委
員
会
」
に
つ
い
て
は
、

右
規
則
と
同
様
、
最
高
裁
判
所
規
則
と
し
て
「
家
事
審
判
所
委
員
会
規
則
」

が
右
規
則
と
同
日
に
制
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
な
条
文
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
で
あ
る
。
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（
一
一
）

家
事
審
判
所
委
員
会
規
則

第
一
条　

家
事
審
判
所
委
員
会
（
略
）
は
、
各
地
方
裁
判
所
に
、
こ
れ

を
置
く
。

第
二
条　

各
委
員
会
は
、
当
該
地
方
裁
判
所
の
監
督
に
属
し
、
そ
の
諮

問
に
応
じ
て
当
該
地
方
裁
判
所
の
管
轄
区
域
内
に
お
け
る
家
事
審
判
所

の
設
立
準
備
及
び
そ
の
監
督
に
関
す
る
必
要
な
事
項
を
調
査
審
議
す
る
。

②　

各
委
員
会
は
、
前
項
の
事
項
に
つ
き
監
督
地
方
裁
判
所
に
建
議
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
条　

各
委
員
会
は
、
委
員
二
十
人
以
内
で
こ
れ
を
組
織
し
、
そ
の

う
ち
一
人
を
委
員
長
と
す
る
。

第
四
条　

各
委
員
会
の
委
員
は
、
左
に
掲
げ
る
者
の
中
か
ら
、
当
該
地

方
裁
判
所
が
、
こ
れ
を
命
じ
、
又
は
委
嘱
す
る
。

一　

当
該
地
方
裁
判
所
の
裁
判
官

二　

検
察
官

三　

弁
護
士

四　

当
該
地
方
裁
判
所
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
職

員五　

学
識
経
験
者

第
五
条　

各
委
員
会
の
委
員
長
は
、
各
委
員
会
の
委
員
が
、
互
選
す
る
。

②　

委
員
長
は
、
会
務
を
整
理
す
る
。

③　

委
員
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
、
委
員
長
の
指
名
す
る
委
員
が
、
そ

の
職
務
を
代
行
す
る
。

第
六
条　
《
以
下
略
》

　

右
の
規
定
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
家
事
審
判
所
委
員
会
は
、
家
事
審
判
所

の
設
立
、
運
営
（
第
二
条
）、
お
よ
び
参
与
員
と
な
る
べ
き
者
の
選
任
（
参

与
員
と
な
る
べ
き
者
の
選
任
規
則
第
四
条
）
に
つ
い
て
、
き
わ
め
て
重
要
な

役
割
を
は
た
す
。
で
は
、
実
際
に
各
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
、
い
っ
た
い
、

ど
の
よ
う
な
人
び
と
が
委
員
と
な
り
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
な
っ
た
の
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
も
今
後
の
解
明
が
必
要
と
な
る
。

（
二
）
家
事
審
判
所
の
参
与
員
に
求
め
ら
れ
る
資
質

　

昭
和
二
三
年
一
月
の
家
事
審
判
所
発
足
に
あ
た
り
、
最
高
裁
判
所
は
「
家

事
審
判
所
で
直
接
家
庭
事
件
の
処
理
に
携
わ
る
参
與
員
や
調
停
委
員
」
に
対

し
「
家
事
審
判
所
の
常
識
」
を
ま
と
め
た
『
家
事
審
判
所
の
話
』
と
題
す
る

「
小
冊
子
」
を
配
付
し
た*29

。
こ
の
冊
子
の
「
四
、
家
事
審
判
官
、
参
與
員
、

調
停
委
員
に
は
ど
ん
な
人
が
な
る
か
」
で
は
、
家
事
審
判
所
の
担
い
手
と
し

て
求
め
ら
れ
る
資
質
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
民
間
の
有
識
者
」*30

と

し
て
事
件
を
強
制
的
に
解
決
す
る
方
法
た
る
審
判
に
「
関
與
す
る
」「
重
大
」*31

な
職
務
を
担
う
参
与
員
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。「（
二
）
参
與
員
」
の
冒
頭

に
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
書
か
れ
て
い
る
。

　

地
方
裁
判
所
は
、
毎
年
予
め
徳
望
良
識
の
あ
る
方
の
中
か
ら
、
参
與

員
の
候
補
者
を
選
任
し
て
お
く
の
で
す
。
こ
の
参
與
員
候
補
者
を
選
任

す
る
に
は
、
裁
判
官
、
檢
察
官
、
弁
護
士
、
都
道
府
県
知
事
、
市
町
村

長
、
学
識
経
験
者
等
で
作
ら
れ
た
民
主
的
な
家
事
審
判
所
委
員
会
の
意

見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
又
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ

た
者
や
官
吏
や
待
遇
官
吏
や
公
職
追
放
者
は
選
任
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

参
與
員
候
補
者
の
人
数
は
、
一
の
家
事
審
判
所
毎
に
二
十
名
以
上
で
す

か
ら
、
例
え
ば
、
一
の
地
方
裁
判
所
の
管
内
に
五
の
家
事
審
判
所
が
あ

れ
ば
、
百
名
以
上
と
な
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
こ
の
中
に
は
、
相
当
数

─ 488 ─



埼玉学園大学紀要（人間学部篇）　第21号

（
一
二
）

の
婦
人
の
参
與
員
候
補
者
も
い
る
の
で
す*32

。

　

参
与
員
は
前
述
の
「
参
与
員
と
な
る
べ
き
者
の
選
任
規
則
」
に
よ
っ
て
選

任
さ
れ
る
。
最
高
裁
判
所
が
、
ま
ず
要
件
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
は
右
規
則

第
一
条
に
あ
る
「
徳
望
良
識
の
あ
る
」
人
物
と
い
う
点
で
あ
る
。
敗
戦
間
も

な
い
日
本
の
地
域
社
会
に
あ
っ
て
、
い
っ
た
い
誰
が
「
徳
望
良
識
」
を
兼
ね

備
え
た
人
物
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
か
。
占
領
下
の
改
革
が
推
進
さ
れ
る
な
か
、

当
時
の
人
び
と
が
共
有
し
て
い
た
「
徳
望
良
識
」
と
は
、
い
か
な
る
も
の
で

あ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
は
た
し
て
誰
が
参
与
員
に
選
任
さ
れ
た
の
か
。
こ

れ
ら
の
実
態
解
明
が
必
須
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
関
連
し
、
家
事
審
判
所
委
員
会
規
則
第
四
条
は
同
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
規
定
す
る
が
、
そ
の
第
四
号
に
は
「
当
該
地
方
裁
判
所
の
管
轄
区
域

内
に
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
職
員
」
と
の
み
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
最

高
裁
判
所
の
右
の
小
冊
子
に
は
「
都
道
府
県
知
事
、
市
町
村
長
」
と
明
示
さ

れ
て
い
る
。
最
高
裁
は
「
民
主
的
な
家
事
審
判
所
委
員
会
」
と
言
う
が
、
敗

戦
か
ら
二
年
半
が
経
過
し
た
時
点
で
の
、
そ
の
実
態
は
、
は
た
し
て
、
い
か

な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
解
明
す
べ
き
点
は
多
い
。

む
す
び
―
―「
啓
蒙
機
關
、教
化
機
關
」*33

と
し
て
の
家
事
審
判
所
―
―

　

家
事
審
判
所
が
創
設
さ
れ
た
目
的
は
「
家
庭
事
件
に
つ
い
て
氣
安
く
公
権

的
判
断
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
」に
あ
っ
た*34

。「
公
権
的
」で
あ
る
が「
氣
安
く
」

と
い
う
点
は
、「
民
間
人
の
關
與
に
よ
つ
て
、
親
族
間
の
情
誼
と
義
理
人
情
と

を
考
慮
し
た
」
具
体
的
妥
当
な
処
理*35

を
行
な
う
家
事
審
判
所
の
特
質
を
考
え

る
に
あ
た
っ
て
、
た
い
へ
ん
重
要
で
あ
る
。

　

民
間
人
で
あ
る
参
与
員
ま
た
は
調
停
委
員
が
家
事
審
判
所
の
審
判
ま
た
は

調
停
へ
適
切
に
関
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
事
審
判
所
は
基
本
的
に
「
公
権

的
」
性
質
を
有
し
な
が
ら
も
、家
庭
事
件
に
直
面
す
る
当
事
者
に
と
っ
て
「
氣

安
く
」
利
用
で
き
る
裁
判
所
と
な
る
。
家
事
審
判
官
、
参
与
員
、
調
停
委
員

な
ど
、
家
事
審
判
所
を
構
成
す
る
人
び
と
が
皆
「
親
切
で
あ
る
」
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
親
切
で
あ
る
」
こ
と
が
家
庭
事
件
に
直
面
す
る
当
事

者
へ
「
明
日
の
希
望
を
與
へ
る
」
こ
と
に
な
る
の
だ*36

。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
家
事
審
判
所
は
、
裁
判
所
で
あ
る
と
同
時
に
、

ま
さ
に
「
啓
蒙
機
關
、
教
化
機
關
」
と
し
て
の
役
割
を
併
せ
持
っ
た
「
社
會

的
福
祉
的
機
能
を
持
つ
」「
救
済
機
關
」*37

で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
家
事

審
判
所
の
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
性
格
は
、
そ
の
後
身
た
る
家
庭
裁
判
所*38

に
、

現
在
、
よ
り
強
化
さ
れ
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
元
家
庭
裁

判
所
調
査
官
の
廣
井
亮
一
が
言
う
よ
う
に
「
司
法
と
し
て
の
プ
ロ
セ
ス
に
お

い
て
、
少
年
や
家
族
の
問
題
解
決
を
援
助
す
る
と
い
う
臨
床
的
な
機
能
を
展

開
す
る
こ
と
が
、
家
庭
裁
判
所
の
最
も
大
き
な
特
徴
」*39

だ
か
ら
で
あ
る
。

　

家
事
審
判
所
が
創
設
さ
れ
る
前
年
（
昭
和
二
二
年
）
の
三
月
三
一
日
、
日

本
国
憲
法
の
施
行
（
五
月
三
日
）
を
目
前
に
し
て
、
新
た
に
教
育
基
本
法
が

公
布
、
施
行
さ
れ
た
。「
個
人
の
尊
厳
を
重
ん
じ
、
真
理
と
平
和
を
希
求
す

る
人
間
の
育
成
を
期
す
る
」
と
前
文
で
謳
う
同
法
は
、
そ
の
第
一
条
で
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
言
う
。

第
一
条
（
教
育
の
目
的
）　

教
育
は
、
人
格
の
完
成
を
め
ざ
し
、
平
和

的
な
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
、
真
理
と
正
義
を
愛
し
、
個
人

の
価
値
を
た
つ
と
び
、
勤
労
と
責
任
を
重
ん
じ
、
自
主
的
精
神
に
充
ち

た
心
身
と
も
に
健
康
な
国
民
の
育
成
を
期
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

そ
し
て
、
右
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
続
く
第
二
条
で
、
こ
う
述
べ
る
。

第
二
条
（
教
育
の
方
針
）　

教
育
の
目
的
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
、
あ
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ら
ゆ
る
場
所
に
お
い
て
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に
は
、
学
問
の
自
由
を
尊
重
し
、
実
際
生
活
に
即
し
、

自
発
的
精
神
を
養
い
、
自
他
の
敬
愛
と
協
力
に
よ
つ
て
、
文
化
の
創
造

と
発
展
に
貢
献
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

教
育
は
「
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
い
て
」「
実
際
生
活

に
即
し
」「
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ
る
。
第
五
条
は
、
男

女
の
敬
重
、
協
力
を
謳
う
。

第
五
条
（
男
女
共
学
）　

男
女
は
、
互
に
敬
重
し
、
協
力
し
合
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
教
育
上
男
女
の
共
学
は
、
認
め
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
第
七
条
第
一
項
は
、
家
庭
教
育
に
言
及
す
る
。

第
七
条
（
社
会
教
育
）　

家
庭
教
育
及
び
勤
労
の
場
所
そ
の
他
社
会
に

お
い
て
行
わ
れ
る
教
育
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
よ
つ
て
奨
励
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

家
事
審
判
所
は
、
日
本
国
憲
法
に
適
合
し
た
「
民
主
的
な
家
庭
」*40

の
実
現

を
担
う
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
誕
生
し
た
。
先
に
紹
介
し
た
『
朝
日
新
聞
』
の

社
説
「
家
事
審
判
所
設
置
の
意
義
」
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
結
ぶ
。

　

ま
た
審
判
官
や
参
與
ら
に
対
し
て
は
家
庭
内
の
紛
争
に
つ
い
て
、
温

い
、
親
切
味
の
あ
る
態
度
を
も
つ
て
臨
ん
で
も
ら
い
た
い
の
で
あ
る
。

民
間
人
の
参
與
に
よ
る
家
事
審
判
制
度
が
う
ま
く
行
く
か
ど
う
か
に
、

新
民
法
の
成
果
は
か
か
つ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ*41

。

　

家
事
審
判
所
は
、「
啓
蒙
機
關
、
教
化
機
關
」
と
し
て
の
役
割
を
併
せ
持
っ

た
「
社
會
的
福
祉
的
機
能
を
持
つ
」「
救
済
機
關
」*42

と
し
て
、
敗
戦
直
後
の

日
本
社
会
の
家
庭
が
直
面
し
た
諸
問
題
に
、
ど
の
よ
う
に
向
き
合
い
、
そ
の

解
決
を
図
ろ
う
と
し
た
の
か
。
そ
の
実
態
解
明
が
、
つ
ぎ
の
課
題
と
な
る
。

注*1　

本
稿
と
あ
わ
せ
て
「
家
事
審
判
所
の
組
織
と
権
能
―
―
日
本
国
憲
法
施
行
期
の
役

割
―
―
」
を
『
川
口
短
大
紀
要
』
最
新
号
（
第
三
五
号
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
）
へ

発
表
し
た
。
ぜ
ひ
参
照
さ
れ
た
い
。

*2　

最
高
裁
判
所
事
務
局
民
事
部
『
家
事
審
判
所
の
話
』
一
九
四
八
年
一
月
、一
三
ペ
ー

ジ
。

*3　

同
右
、
一
～
三
ペ
ー
ジ
。

*4　

同
右
。

*5　

豊
水
道
祐
「
家
事
審
判
所
の
組
織
、管
轄
及
び
手
續
に
つ
い
て
」『
判
例
タ
イ
ム
ズ
』

第
三
輯
、
一
九
四
八
年
八
月
、
三
四
ペ
ー
ジ
。

*6　

同
右
、
三
二
ペ
ー
ジ
。

*7　

家
事
審
判
官
を
は
じ
め
と
す
る
家
事
審
判
所
の
組
織
に
つ
い
て
は
右
拙
稿
を
参
照

さ
れ
た
い
。

*8　

佐
伯
俊
三
「
家
事
審
判
所
の
發
足
」『
判
例
タ
イ
ム
ズ
』
第
四
輯
、
一
九
四
八
年

一
一
月
、
五
四
ペ
ー
ジ
。

*9　

豊
水
、
前
掲
「
家
事
審
判
所
の
組
織
、
管
轄
及
び
手
續
に
つ
い
て
」
三
四
ペ
ー
ジ
。

*10　

同
右
。

*11　
『
朝
日
新
聞
』
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
一
〇
月
二
七
日
。

*12　

同
右
。

*13　

家
事
審
判
所
の
創
設
を
め
ぐ
る
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
は
別
稿
を
準
備
し
て
い
る
。

な
お
、
人
事
調
停
法
（
昭
和
一
四
年
〔
一
九
三
九
〕
公
布
。
昭
和
二
二
年
、
家
事
審

判
法
施
行
法
に
よ
り
廃
止
）
に
つ
い
て
は
雨
倉
敏
広
『
明
治
国
制
史
―
―
明
治
憲
法

下
に
お
け
る
人
事
調
停
法
へ
の
帰
結
―
―
』（
一
藝
社
、
二
〇
二
一
年
）
が
詳
し
い
。

*14　
『
朝
日
新
聞
』
昭
和
二
一
年
一
一
月
一
九
日
。

*15　

制
定
さ
れ
た
家
事
審
判
法
規
の
詳
細
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

*16　

稲
田
龍
樹
「
昭
和
民
法
（
家
族
法
）
と
協
議
（
上
）」『
学
習
院
法
務
研
究
』
第
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一
二
号
、
二
〇
一
八
年
一
月
、
八
三
ペ
ー
ジ
。

*17　

同
右
。

*18　

同
右
、
一
〇
四
ペ
ー
ジ
。

*19　

同
右
、
一
一
二
ペ
ー
ジ
。
な
お
「
甲
類
事
項
と
乙
類
事
項
」
に
つ
い
て
は
前
掲
拙

稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

*20　

同
右
、
一
一
三
ペ
ー
ジ
。

*21　

司
法
省
民
事
局
民
法
調
査
室
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
同
調
査
室
に
勤
務
し
た
三
淵

嘉
子
の
活
動
に
焦
点
を
当
て
た
別
稿
を
準
備
し
て
い
る
。

*22　

前
掲
『
朝
日
新
聞
』
昭
和
二
一
年
一
一
月
一
九
日
。

*23　

家
事
審
判
所
に
関
す
る
帝
国
議
会
の
審
議
内
容
は
国
立
国
会
図
書
館
「
帝
国
議
会

会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
。

*24　

前
掲
『
朝
日
新
聞
』
昭
和
二
一
年
一
一
月
一
九
日
。

*25　

同
右
。

*26　

佐
伯
俊
三
、
前
掲
「
家
事
審
判
所
の
發
足
」
五
四
ペ
ー
ジ
。

*27　

家
事
審
判
法
を
は
じ
め
と
す
る
家
事
審
判
法
規
の
概
要
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
を

参
照
さ
れ
た
い
。

*28　
「
最
高
裁
判
所
規
則
」『
判
例
タ
イ
ム
ズ
』
第
三
号
、
一
九
四
八
年
八
月
、
六
二
ペ
ー

ジ
。

*29　

最
高
裁
判
所
事
務
局
民
事
部
『
家
事
審
判
所
の
話
』
一
九
四
八
年
一
月
（
前
掲
）。

*30　

同
右
、
二
ペ
ー
ジ
。

*31　

豊
水
道
祐
、
前
掲
「
家
事
審
判
所
の
組
織
、
管
轄
及
び
手
續
に
つ
い
て
」
三
三
ペ
ー

ジ
。

*32　

最
高
裁
判
所
事
務
局
民
事
部
、
前
掲
『
家
事
審
判
所
の
話
』
八
ペ
ー
ジ
。

*33　

佐
伯
俊
三
、
前
掲
「
家
事
審
判
所
の
發
足
」
五
四
ペ
ー
ジ
。

*34　

豊
水
道
祐
、
前
掲
「
家
事
審
判
所
の
組
織
、
管
轄
及
び
手
續
に
つ
い
て
」
三
四
ペ
ー

ジ
。

*35　

同
右
、
三
二
ペ
ー
ジ
。

*36　

佐
伯
俊
三
、
前
掲
「
家
事
審
判
所
の
發
足
」
五
四
ペ
ー
ジ
。

*37　

同
右
。

*38　

清
水
聡
『
家
庭
裁
判
所
物
語
』
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
八
年
。
同
書
は
家
事
審
判

所
を「
家
庭
裁
判
所
の
前
身
」と
し
て
少
年
審
判
所
と
と
も
に
紹
介
す
る（
第
一
章
三
）。

*39　

廣
井
亮
一
『
家
裁
調
査
官
が
見
た
現
代
の
非
行
と
家
族
―
―
司
法
臨
床
の
現
場
か

ら
―
―
』
創
元
社
、
二
〇
一
五
年
、
一
五
ペ
ー
ジ
。

*40　

三
淵
嘉
子
「
民
法
改
正
余
話
」『
ケ
ー
ス
研
究
』
第
一
八
五
号
、
一
九
八
一
年
八
月
、

三
ペ
ー
ジ
。

*41　

前
掲
『
朝
日
新
聞
』
昭
和
二
二
年
一
〇
月
二
七
日
。

*42　

佐
伯
俊
三
、
前
掲
「
家
事
審
判
所
の
發
足
」
五
四
ペ
ー
ジ
。
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